
『日本語学論集』第七号　二〇一一年三月

東条一堂『四十四音論』及び岡本保孝『四十四音論弁誤』について

｢　当稿の趣旨と目的東京大学国語研究室では'国学者の家系であった黒川家
(春村･真顔･黄道～)　旧蔵書である黒川文庫の､｢言語｣部と｢辞書｣部の大部分を第二次大戦後に一誠堂書店から購入して所蔵しており､うち　｢辞書｣部については'二〇〇九年度より同研究室所属の大学院生により書誌調査が進められている壷こ｡

｢辞書｣部は'『色英字類抄』や『節用集』のような所謂
辞書に限らず､『韻鏡』に代表される韻書'また往来物､国学書など､幅広い体裁と内容を持つ写本･刊本から成り'それらは右に挙げたような国語学史上よく知られたものから､今まで学界に紹介されたことのないものまで､多種多

田中　草大

様と言える｡

ここに取り上げる　｢四十四音論｣　という外題を持つ江戸

時代末期の写本は後者に属するものであって'『国書総目録』によると'当研究室が蔵するものが唯一である｡『四十四音論』は'後に述べるように､国語音韻はもともと四十四音(いろはE]十七字のうち､イヰ'ヲオ'エヱの重複を1持した数)　から成ると論じたもので'この主張自体が直接に現在の日本語研究に資しないことは言を侯たないが､その反論書である『四十四書論弁誤』の記述には'国語学史上へ注目される点も存する｡
また'黒川文庫｢辞書｣部に含まれる和書を取り上げて'

それがどのような性質を持つものであるかを調査して示すことは､進行中である書誌調査事業の一環としても意味のあることと考えて'ここに公表する次第である｡
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二.資料についての基本情報この本について『東京大挙文学部国語研究室所蔵　古写
本･古刊本目録』は'書名を外題に拠って単に『四十四音論』とする(三十El頁)が'実際の構成は『四十四音論』(以下『論』)　とそれを難ずる『四十四音論弁誤』(『弁誤』)　との合冊である｡墨付き十l丁半のうち'前三丁が『論』'それ以降が『弁誤』となっている｡

またその著者については'『国書総目録』は『論』『弁誤』
共に'幕末～明治期の国学者である岡本保孝としているが､『論』と『弁誤』とは'題からも明らかなように､後者が前者の主張を論難するという関係にあるため'両者が同一人物により著された筈がない｡事実､『論』巻末に　｢湯董済民　兼備弘撰｣　とあるので､江戸末期の儒学者である東条

T堂(弘は詩)　による『論』を'同時代人たる保孝が『弁誤』で批判したという形と考えるべきである(琴一)｡『弁誤』については､巻首に｢岡本保孝著｣とあり'また政文に｢文政五年秋八月　岡本保孝稿｣　ともあって'こちらは保孝の著作であると確認できる｡
ここで著者について概観しておく｡東条一堂　二七七八

～7八五七)　は'上総の生れ'幼少のころ江戸に出て'亀田鵬斎の塾に学び､その後京へ遊学して皆川洪園にも師事した｡二十七歳の頃'弘前藩藩校の督学となったが､後江戸に戻り'駒込･湯島･玉池に塾を構えた｡朱子学を強く批判し'焚書以上学を高唱した｡その名声は高く'福山藩主阿部正弘の招碑を受けるなどしている｡

岡本保孝二七九七～一八七八)は､江戸の根津三浦坂

に生れ､二十1歳のころ清水浜臣の'三十二歳のころ狩谷植斎の門に入った｡幕府に仕えながら､文字･音韻･文学･国史など'考証学を中心に多くの論考を著した｡また'明治に入っては弟子の木村正辞らと国語辞書『語嚢』の編

ときたえきち

纂に携わった｡(以上､それぞれ鴇田恵吉　二九五三)'榎
一雄二九七七､八)　に主に拠っている)

さて､続いて所蔵状況を見る｡『国書総目録』によると『論』

は東大国語研究室の蔵する一冊のみである一方で'『弁誤』については｢静嘉(岡本況斎雑著二八)｣と記し'静嘉堂文庫蔵『岡本況脅雑著』に収めることが判るが､東大本については記述が無い｡要するに『論』は東京大学にしかなく'『弁誤』は静嘉堂文庫にしかないということになるが'実際には'既に述べた如く東大本は内に『弁誤』を含むものであり'また原本を調査した結果'静嘉堂本も冒頭に『論』を配することが判明したので'東大本『四十四音論』と静
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嘉堂本『四十四音論弁誤』とは､いずれも『論』と『弁誤』との合冊本ということになる　(但し､特に『弁誤』については'両者間で本文の細部に異なりがある｡後述)0

加えて'『論』は東京大学総合図書館の蔵する｢鴎外文庫｣

の収める写本『1堂文藁』(書写年不明)　にも収められている(第十八丁裏～二十丁表)｡これは『弁誤』を収めない｡注記や例示に東大本.静嘉堂本と一部異なりが存するが'鴇田　二九五三)　に翻字が掲載されており　(一九三～一九五頁)へ　この二本との異同は'本稿後掲の細字と鴇田氏の翻字との比較によって確認できる｡なお'この『l堂文藁』も'『国書総目録』及び鴇田　二九五三)　によれば東大蔵本が現存唯一である｡

三.東大本の書誌情報黒川文庫の第十八｢辞書｣部の一冊である｡弘化二年二

八四五)　写'二巻一冊'墨付き十一丁半｡縦二十四.七×横十六.四糎で'少し大きいがほぼ半紙本サイズである｡表紙は薄花色｡外題は左題茶　(双辺)　に　｢四十四音論)　とのみ｡また右上には｢辞書｣印(黒川文庫の分類印)　が捺してあり'朱筆で｢岡本保孝著｣と書かれている｡内題(巻首題)　は'｢四十四書論｣　(第一丁表)　及び　｢四十四音論排

誤｣　(第四丁表)｡蔵書印は'東大関連のものを除くと､第
一丁表に｢黒川真横蔵書｣｢黒川裏道蔵書｣｡書写奥書は｢弘

化二乙巳春正月会二日/即日書写畢(花押)｣｡この他､『弁誤』については政文に　｢文政五年秋八月　岡本保孝稿｣　(第十一丁裏)　とある｡【成立年･書写年】

『論』については　｢湯量済民　東候弘撰｣　(第三丁裏)

とのみあって具体的な著述年は不明であるが'鴇田　二九五三)　によると一堂が湯島台に塾を構えたのは文化十三年
二八丁六)　から文政四年　(7八二1)　の足掛け六年間な

ので'これが著されたのもこの期間と見てよいか　〓堂は上総の生れなので'｢湯壷済民｣　の　｢湯量｣　は生地を指すものではない)｡一堂が三十九歳から四十四歳の頃となる｡『弁誤』は'先述の通り文政五年(一八二二)　の政文があって'本文が著されたのも同年と見るのがまず自然であろう｡これは一堂が湯島を離れた　(則ち　｢湯量済民｣　ではなくなった)　翌年であり'時期的にはちょうど隣接する｡保孝は二十六歳であり'榎　二九七七'八)　によると上野に居を構える清水浜臣の門下に入って五年目'また湯島の狩谷柿斎に師事して三年目という頃である(夢二)o　既に著述は始めていた(証四)0

東大本書写年の弘化11年はその二十三年後となる｡
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【書写者】
『論』と『弁誤』は同筆の書写と見て良い｡先に掲げた

書写奥書からは書写者は判らない｡ただ'書写年の弘化二年には保孝は健在であるが　(四十九歳)'誤字･脱字･術字･濁点の打ち誤り･句読点の打ち誤り･傍線の引き誤り等の誤写が散見され'保孝自身が写し直したものとは到底思われないC

弟子が写したものであろうか｡保孝の弟子として有名な

のは木村正辞　二八二七～一九一三)　である｡しかし､彼

ひでのり

は保孝より前に伊能穎則に師事したのだが'それが木村本人の回想に拠れば　｢おのれ正辞いまたはたちあまり三つ四つばかりのほどにやありけむ｣　(榎前掲論文､一五三頁)　というから'弘化二年には木村は数え年で十九歳なので合わない｡それに､右に記した如く'文章がよく判った人間が写したにしては杜撰な誤りが多いo　結局のところ書写者は全く不明である｡ただ'書写者が記されていないことからも'初学者が自分のための当座用のノートとして書写したものではなかろうか｡

ただ､伝来ということでは'岡本保孝が師事した清水浜
臣と狩谷械斎'この両名に国学を習った者の一人がちょうど黒川春村であり､岡本保孝1黒川春村という直接の受け渡しではないにせよ(特に起点が保孝であるということは､

先述の理由から'考えにくい)'この筋から当資料が黒川家に伝わったということは充分考えられるように思うQ

なお'東大本の書誌情報については藤本灯･平井吾門･

竹入優(二〇10)　の書式に則ったものを後掲するo

四.本文の要旨

(こ『論』は'漠文体で､ルビを除き仮名は無い｡候文の類ではなく､正格漢文を志したものである｡
その主旨は､日本語の音は　｢天地間自然之音｣　である四

十四音のみだということである｡四十四は'いろは四十七字から'イヰ･ヲオ･エヱを音の重複としてl括した結果の数である｡いろは歌のヰオヱ三字は､歌の体を為すには四十四では足りないのでイヲ工の同音異体字が加えられたのである｡それより後に作られた　(と述べられている)　五十音図についても同様で､こちらは喉音のヤ行･ワ行中の不足　(ヤ行のイ･エ段及びり行のイ･ウ･エ･オ段)　を､同じ喉音であるア行から採り補ったのだとして'オ･ヲなどに　｢開合之別｣　があるという説を否定する｡

根拠としては'国語音を考える上で中国語の特徴である

四声などは問題としないのに'開合のことのみ言挙げして区別を見出そうとするのは無根拠であることや'記紀に見
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オケヲケ

える兄弟'億計三･弘計王は丹波国に隠れ暮らした時にどちらも丹波小子と称したのだから'億計･弘計も同称と見て自然である'などと述べられている｡(二)『弁誤』は'片仮名漢字交り文｡但し政文では平仮名が用いられている　(東大本では片仮名も交る)0

冒頭から　｢終篇僻説テンテ一言半句ノ採用フへキモノナ

シ｣　と述べる如く､全編是『論』の論難に終始する｡具体的には､｢以呂波四十七字之乗出也止而成筆者也｣といった形で『論』本文を十二に分割し抜書きして示した上で(『論』の書出しは｢釧副剰矧対句割引叫山矧融也､我邦之音､有四十四而己､以呂波也者'和歌之長篇'七言与五言､逓耐劇剖劃也｣o｢止｣は中略を示すらしい)､それについて逐一反論を加えてゆくという体裁を取る｡

反論の根拠としては'古書(｢天暦以前ヲ云フ｣　(第四丁

義))　を見てもオ･ヲ等の区別ははっきりしており'とても両者の違いは字体のみとは考えられないこと'いろは歌のヰオヱが一堂の言うように歌の形を為すための追加に過ぎないとしたらへ　いろは歌が歌の形として不完全である　(｢わかよたれそ｣　は一昔足りない'テニハに正用でないところがある等)　ことが却って不自然である､また五十音図でヤ行のイ･エ､ワ行のクについてはア行との字体の違いを設けていないことをどう説明するのか'などを挙げ'四十七

音こそが　｢天地間ノ自然ノ音｣　であって'イヰ･エヱ･オヲはかつての発音の違いを反映したものであることを主張する｡

五.『弁誤』の論拠と保孝の思想『弁誤』の主張の傍証となっているのは'本居宣長'文
雄'村田春海'太田全斎といった国学者の説である｡特に太田全斎と村田春海の説を承けた所が目立つ｡字音については全斎の説に多く拠っているようである｡保孝と全斎とは直接の交際があったことが知られており､ここにいわば学説の伝播というものが窺えるのである(鼓五)｡また､村田春海についても'保孝が彼の孫弟子である　(春海は清水浜臣の師)　ということが'若き日の保孝に影響しているとも取れる｡

宣長については'いろは歌の空海作者説を採っているこ

とや'『韻鏡』の第十一転を合とすることなどについては批判しているものの､後者については　｢千慮ノ一失トハコノコトニコソ有ケレJ　(第七丁裏)　という表現をしており'また　｢宣長ノ説ハ'字音催事遣ニアリテ'人皆シルトコロナレハコヽニ暑ス｣　(第六丁裏)　ともあって'基本的には認めているようである｡また　｢人皆シルトコロナレハ｣　との表
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現に'宣長説の世間への通行の具合が窺える｡
ここで国学に於ける､『弁誤』が著された文政五年当時の

音韻論の水準について　〓)　ア･ヤ行二段音の区別'及び(二)上代特殊仮名遣いの観点から見ると､〓)　については'学史上高名な奥村栄実の説は'『古書衣延弁』が文政十二年　二八二九)　の成立であるため未だ知られていないと見られるが'富士谷御杖『北辺随筆』(文政二年(一八一九)刊)　に､父成幸の説としてアヤ両行のエ段音の区別についての記述がある八草ハ)｡また､江戸でどれほど知られてい

すずきありとび

たかは判らぬが､遠江の人･鰻有飛(T七五六～一八T三)の『EEE十八音略説』及び『四十八音義訳』がこの頃には既に著されている｡一方'(二)　については､宣長の『古事記伝』(寛政二年二七九〇)刊行開始)があり'また写本の形でしか伝わらなかったものの石塚竜麿『仮名遣奥山路』(寡政十年(1七九八)　頃成立)　も世には出ている｡

『弁誤』は'石塚等の説については言及もしていないの

で'≡)に関する論考は見ていなかったものと思われるが'(二　に関しては次のような言及が注目される｡ヤ行ノイ･エト､ア行ノイ･エト'音イトチカケレハ'御国ニチハ'一ツニキーナサル也o　彼唐人卜字音ヲ定ムル時モ'ヤ行ノ格ノイ･エトテ別ニキヽワケガタクコソアリケメ'傭字モア行ノイ･エト同ジ字ヲ用フル也Qシカレドモ'

理ヲ以テ推スこ､父字コトナルカラハ､ソノ生出セシ子ノ音モカハルベキ也｡(略)　大田氏ノ改造ル五十音図ハ'同字
一ツモナシ｡其敬語正シク詳ナレバ'シバラクコレニ従フべキコト也｡サハイへ'今カナヲカクニハ'ア行ノイ･エト'ヤ行ノイ･エト'コトナルコトナシo　コハ上ニモイヘルゴトク'ムカシヨリ'ア行ノイ･エト､ヤ行ノイ･エトノケヂメキヽワケガタキユヱニ'同ジ字ヲカク用フルナリO或人四十八音考卜云書ヲ著シテ｡ソノ中二ア行ノエヲ一トナサント云ハ｡卓見二似タレドモ｡詮ナケレバ取ガタシ｡(③)(註七)

右で紹介されている『四十八音考』は現在へ　国立国会図
書館が蔵しており　(『国書総目録』によればこれが孤本)～原本にあたってみたところ'これは先述した櫨有飛『四十八音義訳』と同類の本であるらしい(註八)｡なお'引用文中の　｢ア行ノエヲ一トナサント云｣とは､ア行のエをヤ行のエと区別して'その字形を｢一｣としようということである　(実際に有飛がア行工段音の仮名として提唱した字形は　｢⊥｣　であるが)0

寺田泰政氏によると'先に挙げた『四十八普略説』『四十

八音義訳』は､いずれも写本が遠江　(静岡県内)　に数点現存するのみで　(寺田　(1九八三))'また唯一刊行された一枚刷りの　｢四十八音図｣　についても｢不思議にこれに言及
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した文書が今のところひとつも見当らない｣とされているので　(同二九九五))'『弁誤』は有飛の説が江戸にまで広まっていたことを示す貴重な資料であり'国語学(音韻論)史を措く上で注目に値するものと言える｡
ともあれ'保孝はこの有飛案を採ることをここでは保留

しているが､｢ムカシヨリ'ア行ノイ･エト'ヤ行ノイ･エトノケヂメキヽワケガタキユヱこ､同ジ字ヲカク用フルナリ｣　と述べるように'両者の発音は元々異なるものと考えていたことは読み取れる｡尤も､これは　｢古書｣　に於ける万葉仮名の使われ方等から保孝が察していたということではなく､｢理ヲ以テ推スニ'父字コトナルカラハソノ生出セシ子ノ音モカハルベキ也｣　と述べるように'あくまでも理屈の上からそのように考えたものであろう壷九)｡

且つ､右はインドや中国の音韻体系についての想定であ
り､国語の音韻体系とは全く別個のものとして理解していたようである｡と言うのも､いろは歌については次のように述べているのであるo(甲)　コレハ天地間ノ自然ノ音四十七言ト'今様トカ云フモノ｢字数ト､ヲリアヒタレハコソ1時二読ルナレ　(④)(乙)　モシ此説ノコトク'字数ノタラヌユヱニ同音ノ字ヲ字体ノミカへテ'用ヌトイハ1､今一字ヲモ加へ､又テニ

ハノタガヒモナキヤクニスへシ､ソモく此苛ノせこヒロガリニタルモ何故トオモフこ､ヨコトナク又同音ナク一首ノ旨モヨクイヒトレルヨリノコト也'シカルニ同音モ一ツナラス三ツマデアリ'テニハノタガヒモアリ､且ワケモナク一言不足ノ句ナドアラバタレカモテアソバン　(②'傍線引用者)

これらの記述からは'いろは歌を為す四十七字は'それ

が成立した頃の国語音韻の全体であると保孝は考えているということが判る｡また'｢天地間ノ自然ノ音｣　という表現から'おそらく四十七音体系以前の音韻体系は想定していなかったのであろう　(ついでながら'東条一堂は　｢夫四十四音､乃天地間自然之音｣と述べていた　(『論』④)C

いろは歌が　｢同字｣　を用いずに作られた物であることは

自明のこととして知られていた等であるが'(甲)　(乙)　ではそれが　｢同音｣　を用いずに作られた物であることが明言されている｡またそれと同時に､五十音図から導かれる音韻体系を国語音韻には持ち込まないとする立場も示されていることになる｡五十音図については　｢シカレトモ此図ニヨリテ言葉ヲ生シテ造語スルニハアラス｣　(⑤)　とも述べているが'この文言も五十音図は国語とは別の音韻体系を示すものと考えていたと理解すれば自然に捉えられる｡
いろは四十七字が音の使い分けであることは'宣長の『漢
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字三者考』にも述べられ(註±'また『北辺随筆』に遺された成章の説にも見える(註十こ｡しかし'このうち特に後者については'音韻は減少を続けているという歴史的事実から逆算して､時代的に遡って五十音の完備した体系を想定している'則ちある意味では五十音図に縛られた考えになっているのに対して､保孝は歴史的変遷についての展望を描けなかった点では劣るが　(既に述べたように四十七音体系以前の音韻体系は想定しておらず､ア･ヤ二行のエ段音については国語音に於てかつてその区別があったと考えたのではない)'五十音図を国語音韻の体系とは切り離して考えたことは'有効な判断であったと言えよう｡これは､五十音図は元々国学の為に作られたものではないのだから国学に於てこれに泥んで理屈を通そうとするのは危険であるという､村田晴海の主張を承けての判断と考えられる(『弁誤』でも引用されている『五十音弁誤』にこの主張が見られる)0

さて､音韻についての保孝のこのような理解は国語学史

上でどのように捉えられるのだろうか｡古田東朔　(一九七八)　で描かれている研究史では'漢字普上での区別を示すためにヤワ両行にもア行と別字を用意した真名の五十音図を提案した太田全斎の『漠呉音図』(文化十二年二八-五))に次ぐのは'仮名でこの書き分けを為し､且つその区別を

1部和語の表記にも適用した白井寛蔭『音韻仮字用例』(万
延元年　二八六〇))　であるという(註十二)｡この間に､洋学の立場から､五十音図の各自に発音の別があって'それは日本語の｢古音｣であったと述べた大槻玄幹『酉音発微』(文政九年　二八二六))　や､仮名でも五十音各字を書き分

てにをは

けて所謂音義説に利用した富樫広蔭『辞玉榛』(文政十二年　(一八二九))　などが世に出ているが'同時期の論考として保孝の『弁誤』を見ると'悉曇や韻学の観点から､全字書き分けの五十音図というものを理想としつつも'｢古書｣にその区別が見られないためにそれを国語音韻の理解には援用しなかったことは'理論と実証を兼ねた態度　(後者の精度にやや難があったということではあるが)　と言い得るのではないだろうか｡

なお､四十七音体系が崩れた理由のTとして'字音の流

入を考えているらしいことが次の記述から窺える｡以為衣藩於遠等ノ唱呼ノ上ノケヂメ古ハ明カニアリシコトナランガ中古以来アダシ国ノ文トモ入キタリシヨリイツトナクツネノ言葉ニモ字音多クナリテ甚シキニ至リテハ言葉卜字音トノワカチタニワカラヌコトモアレコレ出来ニタリ　又音便ノクツレ延喜ノ比ヨリヤーミユル也　カールコトヨリ純粋ノ音ヲケガシテ　トナへノワカラヌモ有へシ　又此二種ニアヤマラレテ師暁ノ耳ヲ失ヒロニハ班別ノオノツカ
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ラアリテモ人皆キヽワカラヌモアルヘシ　又字音ナドーマカへテ言葉ノ本義ヲトリチカへ　カルク伊卜呼へキヲ　オモクヰト呼フナドヤウノコトヨリ混シタルモアルへシ　(⑳)

｢延喜ノ比ヨリヤーミユル｣　というr音便ノクツレ｣　が

具体的にどのような現象を指すか不明であるが､アヤ行工段音の統合時期として推定されている時期と1致している(またこれに関連して'｢古書｣　の定義として　｢天暦以前ヲイフ｣　(①)　としていることも'当時の国学者の認識を示すものとして注目される)｡

なおこれらとは無関係ながら､以下に掲げる記述は'文
政期の江戸に於て動詞終止形の[au]が[〇日]と発音されていたことを示す一例となろう｡扇ヲ刊到｣科目ト云ハ列.オ列モノユヱニ列.7 ~判卜云也(略)ソレヲ到列判引到列トカキテハワカラヌ也ロニテトナヘテモ'一TIlqTP,iLケーア小～ハ列.刀刃t rIL芸,軒Flか･･Zケいいや1ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ.　ヽ　･i　ヽ　　ヽ　　ヽ　壬　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

言ツヽイハヽヲフクニチハアフクコトトハサラニキコエヌ
ヽ-----------

也アフクナレハ77111ロツヽI〓アモワカル也又列列クハ物ヲ

引列コト也/刺.刊列(左傍富久｣)ハ郡名〔備前〕ナリ　(⑳'

傍点引用者)

六.静嘉堂本との比較既に何度か述べているように､今回取り上げた資料は､

その別本が静嘉堂文庫に蔵せられている｡外題は　rEl十El音論排誤｣　となっているが'『論』と『弁誤』をこの順で載せる'東大本と同一の体裁を持つ本である｡『弁誤』政文に東大本と同じく文政五年とあるが'奥書はなく､書写年は不明である　(後述の理由により文政五年が書写年とは考えられない)｡書写者についても記されていないが'明治四年の保孝のメモがあるので　(保孝の自筆かは不明)､保孝の自筆であるか､あるいは保孝が明治期まで所持していた本の写しということになる｡書写は東大本に較べて相当に丁寧であって､誤記は多いが逐一頭注などで直されており　(書人は朱･墨の両等)'入念な見直しのされたことが窺える｡これを逆に言えば､この本は『弁誤』の元の形ではなく､別本を写したものと考えるのが自然ということでもある｡

本文を見ると'『論』については誤記の類を除けば東大本

と粗同一と考えて良い7方で'『弁誤』については'内容･表現ともに大方は東大本と同じであるが'所々で異文がある｡その中には小字分注を指示した箇所があり　(⑪)'また文章の本格的な推蔵も数カ所に見られるため'保孝による草稿ないしその写しと考えられる｡
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この点'実は東大本も｢コレヲ伊点卜云フ小字分注ヲ加

ルトキハ｣　(③)という文字列があって､ここは静嘉堂本では｢【コレヲ】　〔伊点卜云フ〕｣となっている｡つまり静嘉堂本では｢〔伊点卜云フ〕｣という小字分注になっているのを'東大本ではその　｢小字分注｣　という語自体が本文に組み込まれているのである｡これを要するに'東大本が元とした本に､浄書に際してはこの部分を割書にせよという意味で｢小字分注｣　と書いてあったのを､書写者がそれも本文の
一部と取り違えて組み入れてしまったものと考えられる｡

そして､小字分注を求めるような書人のある本が東大本の元本であるとすると､これ　(東大本の元本)　も保孝自身による草稿と考えるのが自然である｡

東大本と静嘉堂本の本文の異なりの中で最も大きいのは

『韻鏡』板本の挙げ方であり'前者で　(甲)なのに対して'後者で　(乙)　という違いがある　(表記法については後掲翻字の凡例を参照)｡(甲)　韻鏡ヲミルニ宋板ヲウケタル享禄本　〔此本ノフルキコトハ文雄モイヘリ〕永禄〔此二本ハ珂科繍封所蔵〕/寡文五年本〔大草某所蔵〕寛文二年本及三年本【及三年本】〔此二本予所/儲蔵〕　並十1時ハ開也｡ソレヨリ後ノ寛文十一年本及元禄本　〔此二本亦予所蔵〕　/天和二年本　〔大田全斎所蔵〕並作合也又ソノ後延宝三年ノ刻本亦作開　〔上村某所

/蔵〕サテ文雄本合トナシ大田氏コレヲ改メテ開トス　サレハ古キ本ハ開ニ/作レルヲ後ノエセモノ｢｡サカシラーt合ニ改メシコトシルシ　〔十1時開ノ敬語大田氏詳ニ/(7ウ)イヘリ〕

(>r･l

(乙)韻鏡ヲ見ルニ､亨禄本〔宋板ヲウケタルモノニテ､皇園刊本韻鏡最第一ナリ'〕　永禄本　〔コレモ享禄ニツーキテ

寛文四〓▼マ)

ノ古本也へ〕ヨリ､【延宝】三年ノ刻本マテ十【五】通へ〔永録■■■■■本ヲ除テ､自余ノ刻本ハ､三十歳セリ'〕　イツレモ　第十1韓開也'○(寛文±牛木太田氏嘉方訂I_IItヨ-)【○(但シ延宝三年ヨ-四年サキ寛文二年ノ刻本二第十一轄ヲ合トカケル■■1
lq古本■TtI__始メナリ)】【〇八I_太田嘉方云モIt校正本ナリケリコノ

十一

本モオノレ蔵セリ)】【天和二年ヨリ】享保元年マテノ刻本〓ハ】

十一四

通〔此〓ハ】通モ予蔵セリ'】第十一緒合ナリ'上件ノ十【五】通ヲ背キテ'〇八タ､一本ノ太田嘉方氏ノ校訂シタル本ニヨリテ)第十
一輪ヲ合トスルハ'取ニタラサルコト論ナシ､近束福山大

十一

田氏モ開ノ本二仇ヘリ'〔此〓ハ】通ノ俗ナルヲ'サトレルハ太田氏二始ラス､享保十一年ノ刻本ニハ､〇人早ク)開二改タリ'漣寓卜云僧ノ　〔後二還俗ス〕　校正本也'コレモ予蔵セリ､〕コノ外ニモ刻本有へケレトモ､浅学イマタ知ラス'

(乙)　は'(甲)　との相違もさることながら'それ自身の

内部でも幾つもの追加や修正が為されており､本の収集に
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応じて随時書き改めていったものと思われる｡
ところで､東大本と静嘉堂本の本文を比敦すると'静嘉

堂本で､東大本と同じ文字列を書いた後でそれを訂正した箇所は幾つも存するが　(A)へ　その逆は見られない｡このことから'静嘉堂本の方が後の時点の写本であることが推定される｡A以外の本文の相違も少なくないことから､静嘉堂本を元にして東大本が写され､その後で静嘉堂本に校正が加えられたということも非常に考えにくい｡また'東大本で頭注になっているのが静嘉堂本では本文となっている箇所があるが　(⑦)'これも元々頭注にあった記述を本文に組み込んだと考える方が'その逆を想定するよりも自然であろう｡

また'東大本では『弁誤』の数カ所に文字の代わりに長
線が引かれており　(⑬など)､当初'これは書写者が文字列を写し切れなくて長銀で代えたものと考えたのであったが､静嘉堂本では長線は全く存せず'該当箇所はそのまま文章が続いていたo　では東大本の長線は1体何であるか｡例えば'保孝が後で何か書くつもりで残しておいた空白部分だった'という可能性が考えられよう｡静嘉堂本では､推殻の上で結局それらが不要と判断され'削られたのではないか｡あるいは､東大本の長線は'元本で文字列を墨で消していたのに代えたものとも考えられる｡この場合は東大本よりも推殻の進んだ段階の本である静嘉堂本が'書写の段

階でこの長線相当部分を欠いていても何の不思議もない｡いずれにせよ､静嘉堂本の本文が長藤を省略していることは'東大本が静嘉堂本に先行することのもう1つの傍証になるであろう｡

ところでt Aには'内容の訂正だけでなく､表現を改め

たところもある｡例えば次の如くである　(上が東大本､下が静嘉堂本)0〇四声ニモマレ韻頭マレ　1四声ニモアレ韻頭ニモアレ⑨○イソシムベシく　1　可貿⑨○アレコレ　ー　カレコレ　⑩○タリヌ　(足)　1　タラヌ⑩○イへハ　(言)　1　イハハ　⑳○スへキト　(可)　-　スへシト⑳

他にも､Aには該当しないが､東大本で　｢ヒロガリ｣　と

あるのが静嘉堂本では　｢ヒロゴリ｣　となっているなど､内容面だけでなく文章の面でも'よりきちんと成形しようという意志が窺われるのであって'保孝がこの書の刊行を志したものかは不明であるが'7旦政文まで認めた後にも論拠と文章とを整理していったことが知られるのである｡『論』の本文全体を分割し'その逐一について反論を加えてゆくという体裁からしても'保孝の本書に対する熱の入れよう
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が窺えよう｡

東大本の元本と静嘉堂本の元本とは同一であろうか｡興

味深いのは平仮名で書かれた『弁誤』の政文であって'東大本は片仮名を交えているが'平仮名の部分を静嘉堂本と較べてみると'その字体は両者で大凡共通しているのである｡しかも東大本が静嘉堂本を写したのではないらしいことは既に述べた通りであるLt　且つその逆は有り得ない｡両者の祖本が同じであって且つ東大本の方が古形を残していると考えるのが7応自然であるように思われる｡

東大本と静嘉堂本との本文異同については'その逐一を

後掲の東大本朝字に於て示すこととするo
七'おわりに以上'『四十四音論/同弁誤』について､東大本の書誌情

報を示した上で'本文の内容について観察した｡
只'今回は『弁誤』から読み取れる保孝の音韻意識と'

その学史上の位置付けとの検討にほぼ終始したo　具体的に挙げた事項には'国語史･国語学史の理解に有益な点があったと考えるが'全体的に『弁誤』に傾注して『論』は殆ど扱えなかった｡実は一堂は保孝と交際のあったことが『況

賛著述年譜』によって判っている｡1堂は'年齢差から言って　(保孝より一九歳上)'他のより近い世代の国学者とも付き合いがあった可能性は高く'『論』はそうした交際によ

り井plオ

って刺戟された著作かとも思う(但し｢和行為恵於｣(『論』③)　のような表現は'宣長以前の学説を前提にしていることを窺わせる)｡1堂と保孝それぞれの人脈をつぶさに見てゆくことで'今回も触れた　｢学説の伝播｣　はより鮮やかに描ける可能性がある｡そうした､当時の学者たちのネットワーク､人と学説の繋がりを把捉する足がかりとしても'当時の大儒学者による国語音韻についての主張と新進の国学者による反論とを併せ収めた『四十四音論/同弁誤』は有用と言えるのではないだろうか｡
補　註

(こ　藤本･平井･竹入　(二〇一〇)｡また'黒川文庫については

日本春着学大系『黒川文庫目録』も参照のこと｡

(二)　また､国立国会図書館蔵『岡本保孝著作目録』にも｢四十

四晋論排誤二卦舟陳舟四十四音論/岡本保孝弁竪｣とある(第四丁裏'傍点は引用者による)｡

(三)　　｢文化十四年二八一七)　二十一歳で清水浜臣の門に入り､

国語･国文研究の指導を受け､恐らくその奨めで'文政二年(1八一九)　狩谷稚斎の門を潜った｣　二　1四ページ)｡

(四)　　『況穿著述年譜』(静嘉堂文庫蔵『岡本況賓雑著』第一〇九
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冊)　には文政三年二八二〇)､保孝二十四歳からの記録がある｡それをそのまま数えると文政五年の『四十El晋論桝誤』は保孝の四本日の著作である｡

(五)　とは言っても､親しく付き合いのあった義門の論考に度々

意見して『男信』の成立に関わった　(三木幸信　二九六三))ことや､何より'東条一堂その人と交際のあったことから'保孝が知人の説ならばそのまま受け容れたのではないということは明らかである｡

(六)　寺田泰政二九六五)　による｡(七)　以下､引用に際しては後掲　r細字｣　での分類番号によって

その位置を示す｡また､誤記等についてはことわらずに直した｡引用については以下同様｡元の形は後掲の翻字を参照されたい｡

(八)　『四十八音考』は外題であり､目録題は『四十八音義詩』｡

但し'寺田二九八三)　で紹介されている『四十八音義訳』の引用と比較すると､晋図や文面に違いがある　(音図はむしろ『四十八音略説』に近い)｡本稿で　｢同類の本｣と述べたのはそのような理由からであるが､この『E]十八音考』が『四十八音義訳』や『四十八晋略説』といかなる関係にある本であるかについては本稿の趣旨に関わらないので立ち入らない｡

(九)　なお'静嘉堂本の喜入　(r明治四年九月十九日夜'通番J)

により'晩年にも保孝がこの考えを保持していたことが判る(翻字『弁誤』③参照)｡

(十)　r古書ノ正普ハタヾ四十七ニシテ｡ヤノ行ノイエト｡ワノ行

ノウトヲ加フレバ｡都テ五十ナリ｣(寺田二九八三)による).

(十二　｢あがりての世には､人のこゑ五十ありけらし｡そのゝちふ

たつは'やうくうせて､あめつちの歌のころは'四十八になりぬ｡それが又､ひとつうせたる世に､いろはの歌はいできたり､いろはの歌'四十七のうちに'今はよっうせて'四十四のみぞある｡かくのごとく､音のうせゆくにしたがひて､かんなづかひといふ尊いできにたり｣　云々という記述がよく知られているが　(巻之三｡引用は『日本随筆大成』(第一期)15　二九七六年､吉川弘文館)　に基づく)｡なお『北辺随筆』の刊年は『弁誤』著述の三年前である｡

(十二)　因みに､この丙書とも黒川文庫　｢辞書｣　部に蔵書がある｡

参考文献
揺-雄二九七七'八)　r岡本保孝のことj　(『榎f雄著作集第十巻

雑纂』(汲盲書院一九九四年)所収)

国語学会編二九七九)『国語学史資料集』(武蔵野書院)寺田泰政　(l九六五)　rア行･ヤ行のエ音分別研究史における組有飛

の位置し　(国学院大学『国語研究』二一号所収)

寺田泰政(1九八三)｢国学者鯉有飛の音韻研究　-『四十八音略説』

『四十八音義訳』について-｣　(『金田l春彦博士古希記念論文集　第一巻　国語学編』所収)

寺田泰政二九九五)　｢新居宿の文人　鯉有飛･有鷹について｣　(『新
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居関所史料館特別展　塩有飛･鰻有鷹展』図録に所収)

真備曾館編二九六六)『儒者東傾一堂小樽』(東儀卯作発行)鴇田恵書二九五三)『兼備一堂停』(東偵卯作発行)藤本　灯･平井雷門･竹入　優(二〇一〇)　｢東京大学国語研究重蔵

黒川文庫目録(辞書之部)あーう｣　(『日本語学論集』第

六号､東大国語研究室)

古田東朔二九七八)　r音義派r五十音図｣　｢かなづかいJ　の採用と

廃止｣　(『小畢読本便覧』(武蔵野書院)　所収)

丸山季夫二九六二)『泊宿舎年譜』(私家版)三木幸信二九六三)『義門の研究』(風間書房)

付　(こ.東大本の書誌情報

四十四音諭　しじゅうしおんろん　東条一堂

写一巻一冊　江戸後期　27･330　L67008

0弘化二年(1845)写､袋綴'薄花色無地原表紙'緒紙'24.7×　16.4朔ン､界線なし'三丁､1頁九行'漠･片'序政なし､巻尾に｢(墨)湯量済民　東候弘撰｣'二審合冊　(四十四音論弁誤)へ印記)　頼､道､東図'国語､〔東大〕(表紙)　(右･直･朱)　岡本保孝著(外題)『四十四音論』(内題)･巻首･･･『四十四書論』

(書写奥書)弘化二乙巳春正月会二日/即日書写畢(花押)四十四音論弁誤　しじゅうしおんろんべんご　岡本保孝

写一巻1冊　江戸後期　27･330　L67008

0弘化二年(1845)写'袋綴'蒋花色無地原表紙､椿紙'24.7×　76A代ン､界線なし､八丁半'漠･片､文政五年　(1822)日放､巻首に｢(墨)岡本保孝著｣'二書合冊(四十四音論)〈印羅)　頼､道､東図'国語'〔東大〕(表紙)　(右･直･朱)　岡本保孝著(外題)『四十四書論』(内題)･巻首-『四十四音論耕誤』(書写奥書)弘化二乙巳春正月会二日/即日書写畢(花押)

付　(二).翻　字

【凡例】一.東大本『四十四書論』『四十四書論弁誤』全文の翻字を

掲げる｡また'静嘉堂本との相違点も　(静)　として示した｡(但し字体や句読点等の異なり､東大本での明らかな誤字との相違については省略した｡また'静嘉堂本は基本的にルビを付さないのでこの点についての指摘も省略した)

I.濁点､句読点'傍線'ルビは全て原文を模した｡とり
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わけ傍線は引き誤りと思われる箇所が多いが'直さなかった｡(原文では'句読点には　｢｣　を用いるのが普通であるが一部　｢｡｣　を用いている｡一応これも細字に反映させたが'使い分けているわけではないようである)
｢　右の他'読解の便宜を計って半角の空白を適宜挿入し

ている｡(但し'原本を再現した空白　(閲字など)　や改行もある)
｢　漢字は原文の字形の再現を原則としたが'版下製作の

都合上'必ずしも厳密でない｡
｢　仮名は平仮名･片仮名ともに現行の字体に改めた｡合

字の類も現行の仮名に改めたが'説明の都合上残したところがある｡
｢　原文の改行位置は/で示した｡またt Tが改まる毎に

(lウ)のようにして示した｡
｢小字分注は〔)で括り'分注内部での改行は示さない｡

また'助詞等の小書きについては特に翻字に反映させなかった｡
｢　疑問のある字はルビに疑問符を付した｡またへ字形と

(Bカ)

してはAであるが文脈上Bと考えられる場合は'｢A｣などのように記した｡
｢　語句の挿入･補人については､原本で挿入符｢O｣　を

用いたか否かに関わらず､｢○TVLという形で示した｡
｢　抹消された部分(見せ消ちを含む)　は'判読可能な場

合は【　】に括って示し'書き改められた字句をルビとして振った｡判読不可能な場合は雷とした｡
｢　『弁誤』では'『論』の全文を一二に分割し'その各々

について反論や説明を加えている｡両者を参照しやすいように'『論』を『弁誤』に倣って分割･改行し､各々の頭に①から⑬の番号を私に付した｡また､『弁誤』にも各見出しの上に対応する番号を付したo

(lオ)四十四音論①以呂波四十七字之未出也'　我邦之音､有四十四而巳*l'
/以呂波也者'和歌之長篇'七言与五言､避而成章者也､/

②讃以呂波者､以≠2四十四書為歌'而四十四､不備英数'

ヰオユイヲユ(ママ)

故加/為於憲三字'其音輿以遠　江　同'嫌重出故異字鰻'其/実則四十四音耳､

{f･t,)

③後進五十音固着'班四十四音､毎竹*3/五字､折以七

アワヤヤ(ママ)ユヲワ

音､唯喉音有阿和也三行､蓋也　田　㌔興和/四音'亦不

アヤワワヰユオ

満其数､採之阿行'補其不足､分為也和二/行'和行為憲於三字'乃仇以呂波所者貫､以易其/(lウ)鰻耳､宇則無

ヤイエ

其可易'直徒㌔本字'也行以輿江亦然'可/謂窮臭'
④夫四十四音'乃天地間自然之音'今要其必/合於歌句七
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6)⑪　　⑩

五之数'安得無有徐不足之差'大物之不賓/物之情也'索其以*5五五相比四面劃然如棋局'又安得/無有飽不足

ヰヱ

之差'是為書等之所以加添'非有開合之/別也､

イエオヰユヲ

世之講職名者､日以江於開音､為憲遠合音'/其解音国

アワ(ママ)ヲアオワ

也､謂阿行為開'和竹㌔為合､而遠属/阿行於属和行､

オアヲク(ママ)

其説不通'則又移易其位､係/於乎阿行､係遠平和竹*7
(ママ】オ

然'而於合〇八音)輿烏同'

オオユイエノキ?イクイク

其宅/(2オ)如釈飲永役郁襖類､国籍所載'皆未必如
其書/蔦､夫職名之為鯉'非職借彼方字音者邪'字音/必有韻'我

普

邦四十四書'則無韻'故其所償'特在【者】而不/在韻'

(ママ){奄カ)

童唯韻也'四聾清濁'字母韻'頭'及開額収閉'豪無/関渉'何独至干開合疑之､

アワヤ

況若阿和也三行､彼所無也､/凡字音'博我者誰'非彼
邪〇八所)無量我鳶得有之､或日'彼無之/者'非賓無､初不立是例故也'故当其侍我時'即其所呼､/自不覚之'在我所聞'不能排之､響如我不立四響'在英/所呼'不日知其執平執去'彼聞之亦必能別之'憶稽無度*9/(2ウ)

貞

【無】加鳶
果如其説乎,昔試呼之○(執卯聖がマ)軌か卸か彼嘉,不有)

1人能紳之者'我/古之人'濁何口耳而能聞而言之､

ヰウヰエ着クエヲウヲイ

或日為者宇為也'/恵【也】宇恵也'達者宇遠也'以

ヰキクヰ

ーー*)0　為等於開合'猶幾/輿久為也へ　斯説似有理臭'

セ　　　ス　エ　　ネ　　　ヌエ(ママ)　　rt　　　　　　ク　ヲ　　　リ　　　ス　ヲ

然如是則牡有寸書'禰有奴　恵　己/有久遠'曽有寸遠t

イヰ

El十四音執不然'易*l)為是不皆立開/合､独在以為等乃

巳

林､要不免於牽強【也】､

オヲ

⑫音速其所録♯12'/蓋誤解億弘之所致也､市遠皇子'見

オケ

目億計弟日弘/計､億弘之為償名へ　古音相通'而韻書億

同

収開樽､弘○(■収)合○(稗)､/説者謂不得有兄弟【間】

オヲ

称､開合之説､於是乎起､乃日､億音/(3オ)於弘音速

イヰエエ

其所呼自異､即以為江蕎'亦以此準之､卒/謂国音為

オケ

四十七'抑以呂波為之屑階､今按譜第日､億/計王'更

ヲケオケヲケ

名嶋稚子'弘計王更名来日稚子､則億計弘計≠13/者､其幼字也､古也質巳'幼字間称'或有之'何以知其然邪'

ラ(ママ)

日/本書紀日､市遠皇子へ　為*14大泊瀬天皇見殺､　億ケヲケ計弘計/聞父兄殺'逃匿播磨'倶改宇目丹波小子'由此

(同カ)オケヲケ

観之'其所/倶改之字､亦為日称'億計弘計同音可知

オヲオヲオヲイ

夫､即せ】い億典弘同､/則於輿遠桑折へ　於輿遠桑折也'以ヰエエ(鳴カ)為江蕃亦葵疑､意*16誰/謂有開合之殊哉(3ウ)湯量滞民　東偵弘　撰
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*]而巳1　(静)　而巳臭　*2以1　(静)　次　83竹1　(静)　行　*4田
1　(静)　由　*4種1　(静)　従　♯5　以1　(静)　必　*6竹1　(静)　行

★7竹1(静)　行　*8　所無1　(静)彼所無　89億稽無度1(静)
憶稽蘇度　*70(静)｢I｣なし　*ll易1(静)局　*72(静)r録｣を消して頭注で　r餅｣補入　(朱)　*43(静)頭注で　r也J補入　(栄)



*14(静)　｢為｣　の次に1字間字,75(静)　｢即｣左傍にT銑イJ
(朱),76着1(静)噂(4オ)四十四音論排誤　　　　　　岡本保孝著

終篇僻説ニシテ三一IB半句ノ採用フへキモノナシ､吾師サヽナミノゴアルシ常ニイヘ/ラク､何クレノ書ニテモ'エセモノーヒガコトセルハオキテ'物シリ人ノシルシオク㌔/ル書トモノ上l〓ア'一ツニッノ誤レルヲタヽシテ庇ナト*3玉ニナサントイヘリ､ゲニ/シカアルコトニチエセモノヽ物セルヒガコトニカーヅラtテハ隙ノミ入テ､ヤク/ナキスサヒ也イデヤ'此書モエセモノ1物セルニテ'サシオクへキキハノモノ/ナレトモ'ツクリヌシノアツラへラル

ノ

ーモイナミガタクテ'師【人】教ニソムクトハシレ/トモ､イサヽカ筆ヲサシヌラシツ'

七五々々卜次第シテ､八句ニテヲハル､コレハ音クナキ/トコロノ体ニテ'今様トカイフモノ也､時代モ花山一億ノ比ナリ〔朝潮スデニイヘリ空梅/ノ作卜宣長ノイヘルハ'深ク考サルノアヤマリナリ､〕　サテ古書〔天暦以前ヲイフ〕*)'開樽ノ以衣於'合樽/ノ為恵遠､並ニアマタオホク㌔　シカレトモ､以為等ノケヂメ分明ニシテ､混/用セシモノナシ　コレニヨリテモ､四十七言ナルコト*3論ナキコト也　〔下二詳ニイフべシ〕

★　〔～ヲイフ〕-　(静)　〔～ヲイフ】ニ　*2　オホク1　(静)　アリ　83
コト1　(静)　コトハ
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81(静)　r屋ノ｣挿入　♯2オクル1(静)オケル　★3ナト玉1(静)
ナキ玉①以呂波四十七字之未出也止而成筆者也

以呂波イデコザル前ニハ御国ノ音､四十四ノミトハ'何事ソヤ'判り小目Jmコ川｣/7七言ヲ以テ'句ヲ起シ'

②(4ク)讃以呂波者止El十El音耳

以呂波ノ苛イデコザル前ニ､果シテ四十El言ニシテ此帝ヲ作ルトキニイタリテ､/不足ヲ補ノミノコトニアラハ'為恵遠ノ三字二限ルベカラス､シカルニ此四十四音/ノ中ヨリ'此三音ヲシモ､抜出セシ*)ハ'何故卜心得ルニカ'且イツレノ字l〓アモ/償字ニカリキテハ､開合ニテ心ノカハルハ'古書ノ中二モナケレトモ'以為等/ノケヂメノミ'開合ニヨリテ大二意ノカハルコトナリ此苛モト四十七言ヲ/以テ一首ヲナサンノ心ニテヨメルナレハ'旬♯2　ノ中i



旬六書モアリ'又テ/ニハノヨカヌ井3トコロモアリ'シカレトモ同字モナク､職名ノタカヒモナク'一首/ヲナセル也'モシ此説ノコトク'字数ノタラヌユ
I

【へ】ニ同音ノ字ヲ字体ノミ/カへテ'用ヌトイハヽ'今一字ヲモ加へ'又テニハノタガヒモナキヤウニスへシ､ソ/モく此苛ノ世ニヒロガリ㌔ニタルモ何故トオモフニ'御国ノコトバ一ツモモ/ルーコ

同旨

トナク又【何】音ナク一首ノ'モヨクイヒトレルヨリノコト也'シカルニ/同音モーツナラス三ツマデアリ'テニハノタガヒモアリ､且ワケモナク三m口不/足ノ句ナドアラバタレカモテアソバン'古へワラハベノ始テ筆トル時ハ'浅/香山難波津ノ苛ヲナラハセ*5ケルヲヤクく今ハナベティロハノ寄/ヲ用フルヲモオモ■へ

nシー(ママ)

【持来】　ル*27ミドモノ中ノ1種也､【空海ノ請*3来録卜云フモノアリ〕　/コノ書ヲミテ体裁ヲシルべシ〔悉曇字母表卜云フモノアリ'曹ハ｣コ矧川ノ作卜云フ便利ノモノ也'賓ハ偽書ナレトモ'又㌔見ズンハア/ルベカラス〕　*5此圏釈氏ノ学ノタメニ作レル宕傍r.～)*6番ナレハ､オロく彼書lt,'[ユルコトヲイ

(ママ〉

ハン'/膚智虜悉畳字記序云原始垂則四十七言､寓*7物合成'随事韓用'又浬/韓経ニハ､字母五十字へ

≠l　セシ1(静)　シシ.2旬1(静)八旬　≠3　ヨカヌ1(静)　ヨカ
ラヌ　84ヒロガリ1(静)　ヒロゴリ　斗5ナラハセ1(静)　ナラハシ③後進五十音圏止可謂窮央

五十音囲ハ'何人ノ作ナルカ詳ナラス'滞氏ノ物セ
ルコトトハオモハルーナリ'/(5オ)イカニトナレハ'コトくク焚文二依レハ也'悉畳字記一巻今モ人間ニアルナリ､/コレハ封樹彼土ヨリ帰レル♯]トキニ'

又*8十g]音*9　〔アイゥエオ　カサタナハマヤラワノ十四音〕　名田字本トモ説}リ'酉/域記荘厳経ニハ'四十七言ナドーモアリテ≠岩'五十普及四十七音ハ'天竺ニモアル/コト也サテコノ音ノクマく天竺卜御国卜妙用符合セルナリ'コーニアグル/トコロナトヤク♯〓　ノコトハ'釈氏ノ書ヲタツヌレハ'アマタオホク≠12アル也今署ス/五十音図ハ伊呂波ヨリ古キモノナルコト論ナシ　〔イロハノ出来テ*]3タル時代ハ上二云ヘリ〕　五言々々/ト句局セル　伊呂波ヨリ古キモノナルコト論ナシ　〔イロハノ出来ニタル時代ハ上

七

二云ヘリ〕　五}/々々卜句局セル*14モ伽陀ノ一体卜成人ハイヘリ､宇及也行以衣ノ其字体/ヲカへサルコトヲ'イヘルモヒガコト也'果其説ノ如ク以呂波

ノ　三字0　(　ノ　事件)　ヲ　ノ･''カ　へ　シ　モ

ノ苛ニ'以衣遠/【ヲカへサルコトヲイヘルモ】　ノ
l〓ア'今五十音図ソノフルキニシタカヒテ'同音'
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異/林ノ以衣遠ヲ用フル*]5トナラハ､宇字及ヤ行ノ以衣モソレニナラヒテ/字体ヲ替ベシ三字アラタメ

(イf/)

テ'三字アラタメヌハキコユヌコト也'前ニイフコト/ク釈氏ノモノナレハ党文ヲ以イハン:?　〔ア行ノイノ字〕　hP　〔ア行ノウノ字〕　マ　〔ア行ノエノ字】

イ

b?　〔ア行ノオノ字〕/(5ウ)糾　〔ヤ行ノ【ア】　ノ字〕

l†?こ

;J　〔ヤ行ノユノ字〕　尽　〔ワ行ノヰノ字〕　k*　〔ワ行
ノウノ字〕　【以イハン:?　〔ア行イノ字〕】*16で/　〔ワ行ノヲノ字〕　カクノコトク字モ○(異)ナル也漢学ヒノモノハコレヲミテ'同音ノ字ニッ三ツ/ツーアルナラント､イフへケレトモ'天竺モ日本ノ如クカナ

一▼;･J

ニテアレハカールコト/ナシ　ヤ行ノイユト'ア行

〕h;融n

ノイ　ヱ　ト'音イトチカケレハ'御国l〓アハ'一ツニキ/1ナサル1也　古へ彼唐人卜字音ヲ定ムル時

〓二こ

モ'ヤ行ノ格ノイエトテ/別ニキーウケ*17カタク

([･>)

コソアリケメ傾字モア行ノイ　ヱ　ト同シ字ヲ/用フル也'シカレトモ'理ヲ以テ推ス*18　:､父字コトナル　【償字モア行ノイエト同シ字ヲ/用フル也シカレトモ】カラハソノ生出.19セシ子ノ/音モカハルへキ也*20句　〔乗ノヤ字トイフ〕　コノ勾ノ字二田(原本に口は無い)　コレヲ伊点卜云フ小字/分注*2]ヲ加ルトキハ軌字トナリテ刈ノ音也kl　[7111口説ノワ字卜云フ〕　コレ

モ田(同右)ヲ加へテ/軒トナリテヰトヨム也他ハ推テシルベシ､故ニカナニ用ル*22トキモ　ヤ行ノ格ノ字/ニアラサレハ､イト云フ字ヲヤトヨマス､ヤトヨム字ヲイトヨマス､優幽尤由'並/同時ノ字ナレトモ'優尤ハア行ノ格ナレハ､ユトヨムコトナシ　幽由ハヤ行ナレハ/ウトヨムコトナシ　乙一同樽ナレトモ乙ハア行ナレハオツトヨムーハヤ行ナレハオツ/トヨムコトナシ､逸ノ字モ､岡持ナレトモ'コレハタ

(r･マ)

ヤ行ソ　レハオツトヨムコトナシ'/大田氏ノ改造ル五十音図ハ'同字一ツモナシ'其敬語正シク詳ナレバ'/シバラクコレニ従フへキコト也｡サハイへ㌔㌔

(ママ)

今カナヲカクニハ｡ア行ノイエト｡ヤ行ノイユト｡

l†マ】

/コトナルコトナシ　コハ上ニモイヘルコドク｡ムカシヨリ｡ア行ノイエト｡ヤ行ノイエト｡ノケヂ/メキーワケガタキユヱニ｡同シ字ヲカク用フルナリ｡或人四十八音考卜云書ヲ/著シテ｡ソノ中ニア行ノエヲ一*24トナサント云ハ｡卓見二似タレトモ｡琵ナ

tマ℡こ

ケレハ取カタシ又剰/(6オ)海~カヤ行ノイヱ　ハ｡韻鏡ノ上ノ鳩車三岡シトイヘルハ｡イト誤レリ｡コノ説ハ/五十音排誤卜云モノニアリ｡
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zFl帰レル1　(静)　rレル｣を消して　rシ｣に　★2持来ル1持コシ　ナ3



(静)　r請｣に頭注r将｣　*4　又1(静)　コレ又　*5(静)　r此｣　の上に頭注で｢サテ｣補入　≠6作レル1(静)作シ　≠7寓1(静)萌
.&浬額纏1(静)南本ノ浬架経文字晶　(r南本ノ｣　｢文字｣　｢晶｣　は

挿入)ニハ､【字母五十字､又】　*9　十四音1(静)　十四音也　*10名田～アリテ1(静)名日宇トモ○(トキテ)　E説Ir　西域記畢(右傍に一字(r荘｣か))腰題ニハ四十七　(右傍丁二｣)言ナドトモアリ■】　△(挿入符｡別箇所に｢【北本ニハ如爽性晶ニノセクリ字面ハ同シ〕△｣

ド

とあり)　.11ナトヤク1(静)ナEトヤク】　*12(静)　｢オホク｣なし　★-3持来テ1(静)出水ニ　*74　(静)　r伊呂波ヨリ　(二度目)～句局セル｣なし　*15　用フルト1(静)用フト　*)6(静)　頭注でr耳〔ワ行ノヱノ字】｣補入　*17キーウケ1(静)キキワケ　*)8(静)rシカレトモ理ヲ以テ推ス｣　に朱で二重傍線､頭注に　｢明治四年九月十九日夜'通番､シカレトモ理ヲ以テ推スニシカくト云コトハ､

伊

同僚剥川村ノ説ニ'阿行ノ【以】ト也行ノ以ト'自ラ別也=ノ字

〇･

亦同例〕トテ'其カケルモノヲ見ニ'ヤ行ノ丙ノ詞ニハ､必文字ヲ兵ニシテカーレル也､孝ノ此二耕スル処ト､全然同一ナリ'シカレトモ記紀高菜､其他ノ古書ニ'阿行二行ノ以衣湿舌ナレハ､オノレ

(ママ)

ハ剰州氏-ノ説ハクへナヘトモ'筆述ハ用ヒス､オノレ此桝語カキタルハ､文政五年ナレハ'大九五十年近クナリニクリtL　(読点､傍線､r伊)の修正は朱筆)　.19(静)r生｣と｢出｣の間に音合符　★20(静)ペキコト也　斗21　(静二nレヲ二伊点トイフ〕ヲ加ルー,22(静)用フル.23(静)サハイへト　*24　[1(静)⊥

④夫四十四音乃天地間止別也

以呂波ノ苛ノコト｡上ニモイフ如ク｡杜撰二同音具鉢ノ字ヲ加へシニアラス｡/若此説ノコトクナレハ｡
一t･マ】

甚桟キ♯7苛ニテ誰カコレヲ賞セン｡コレハ天地間ノ自然/ノ音四十七言ト｡今様トカ云フモノ1字数ト｡ヲリアヒタレハコソi時*2/ニ読ルナレ｡〔著聞集ニハ十二句盛衰記ニハ十句ノ今様アリ　シカレドモ八句ガ多キナリ〕　五十音図モo　スデニ/イフコトク｡天竺ヨリノ起リー〓ア､ミダリニックレルニハアラス｡其拠甚正シキ也

*l桟1(静)拙　♯2(静)一時ノ興
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⑤世之諦償名者止係乎和行　※四十四書論では｢係遠乎和行｣

遠於所属ノコトハ劃矧モ封矧モイヘリ｡朝潮ノコトバニ云｡阿行ノ於/ヲ乎卜改タルハ矧潮力和字正濫抄

ノ

ニ五十音ノ図ヲ出セシ廿lニ｡シカシルセ/･V2【モ】ミニテ｡古クハナキコト也コハ矧潮力悉曇ノ上ナドヨリ｡フトオモヒ/誤リシモノト,'(ユ'古キ物ニハ定家卿ノ明月記二阿以宇江於ト/シルサレ　釈日本紀ニモ阿伊宇江於之五音相通トイヒ又伊与於五音/相通*3トモイヘリC　又天文年中ノ人ノ書タル春本和名抄ノ始二五十/音ヲ拳タルニモ阿伊烏衣於トシルシ



〔烏ヲ宇ノ音二用タルハ㌔古ノ例:タカへト誤ニハアラス〕/(6ウ)榊粛謝力類字償字遣ノ政ニモ'安以宇江於卜香り'カ､レハフルク/ヨリ粛封ガ比マデ

_読

ハ'於ヲ阿行二置シコトナリシヲ契沖ヨリ■レル/コトシルシ　〔五十音排誤lt,､｢ユ〕劃矧ノ説ハ'字音億字■達宕傍r用格｣)㌔ニアリテ'人皆シ/ルトコロナレハコヽニ客スQ　イチヤ寓ノコト何事(〓アモ其本ヲシラスシテ/末ニノミカヽツラヒテハ｡其旨ヲウルコトアタハス｡故ニ㌔　コノコトヲオロく/イハン｡ソモく伊呂波音モ｡五十音図モ｡御国マナビノ為ノモノニアラスo　/シカルニ物ヨクモ心得ヌエセモノハ｡此二種ノコトヲモテ｡カケマクモカシコキ/御国マナビノ第一ノ階梯トオモヒ｡ヒタスラニコレニヨリテ学問ヲモセン/トシ｡又此書ノコトキヒガコトモ｡ミナコーニタヨリティヒイツル也｡此二種ハナク/テモ｡御国マナどこコトカクコトハナシ｡学者カク心得テ｡サテオモフニ｡伊呂波ノ/守ハ｡童子ノタメニイトヨキモノ也｡五十音図ハ｡御国マナビスルモノ｡コレニヨレハ/サトリヤスキコトアリテ*7今トナリテハ1日モナクテハ｡コトカク*&ヤウニマデ/オモハル1也　シカレトモ此図ニヨリテ言葉ヲ生シテ造語スルニ【ア】　アラス　固有/ノ言葉ノハタラキヲ此図ヲカリテ人ニモサトシ或語釈ノワ

カラヌコト/ナドヲ｡カウカフル｡一ツ梯トスルマデナリ｡モト他ノモノナレハ｡コレヲ用フルニ/心ノアルへキコト也｡〔此図ニナツミテアシキコトハ朝潮モイヘリ〕御国ノコトバヲ偶字ニテカキワ/クルコトハ　ムカシ音ヲサダムルトキ｡字音ノカルクキコユルトオモクキコユルト/アリ　〔軽ハ開重ハ合〕　サテコトバヲカキックルトキこ｡ヤーカロキコトバ1字音ノカル/(7オ)キヲ以テカキ｡コトバノオモキハ字音ノオモキヲ以テカク也　〔軽重ハ伊為ノ類〕　/先輩モイヘルコトク文字ヲ*9イトカルク奴僕ノコトク心得ルコトナレハ｡/ソノ文字ノコトナドニテ｡御

り

国風ヲヤプラントスルハ｡ウケヌコト也　〔釈氏二文学
♯to/般若ナト云コトアリコレハ又別二論ス〕
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*l　(静)　出シシ　82　シルセシ1(静)　rセ｣を消して右に　rシ｣　+3
(静)　五普通　*4　用タルハ1　(静)　｢ハ｣なし　♯5(静)　r用格｣　の補記なし,6(静)(アハタス､故ニ】カタシサレハ　書7アリテ1(静)アリ､88(静)　コトカクル　+9(静)　文字ヲハ　*]0(静)　文字⑥然而於合音与烏同

古ノ漢籍二｡於乎干通シ用ヒシコト有｡又於烏本同字ナルコト説/文lて､｢ユ｡サテ於乎干通用ノ方l〓アイへハ｡於ハ開二平子ハ合樽トハ/ヤクヨリワカレ｡



於烏同字ノ方ニティヘハ｡ハヤクヨリ二字トワカレ/T　ハ虚字一ハ賓字トナリテ合卜開トノワカチアリ御国ニテ用フルトコ/ロハスデニ於ハ開二鳥ハ合トワカレシヨリ後ノコト也
≠韻鏡ヲミルニ采板ヲウケタル享禄本　〔此本ノフルキコトハ文雄モイヘリ〕永禄〔此二本ハ矧斜樹謝所蔵〕/寛文五年本〔大草某所蔵〕寛文二年本及三年本【及三年本】　〔此二本予所/儲蔵〕　並十一樽ハ開也｡ソレヨリ後ノ寛文十一年本及元禄本　〔此二本亦予所蔵〕/天和二年本　〔大田全斎所蔵〕　並作合也　又ソノ後延宝三年ノ刻本亦作開　〔上村某所/歳〕　サテ文雄本合トナシ大田氏コレヲ改メテ開トス　サレハ古キ本ハ開ニ/作レルヲ後ノエセモノ1｡サカシラニ合二改メシコトシルシ　〔十一樽開ノ放題大田氏詳ニ/(7ウ)イヘリ〕コレニ付テ疑アルハ劇画云第十1樽ハ合也本開トスルハ非也トイヘリ/サテくコーロヱヌコト也｡洪武正韻二此樽ヲ撮口呼トナシーヨリ対楓モ/アヤマリ劃粛モフトソレニ因循セシナラン､-I此樽モシ開ニテアラ/ハミツカラノ説モヨクタツべキコトノアランニ千慮ノ一失トハコノコトニ/コソ有ケレ

ウケタルモノニテ'皇国刊本韻鏡最第1ナリ､〕永禄本(nレモ革禄

支文四(ママ)

ニッヽキテノ古本也'〕ヨリ､【延宝】三年ノ刻本マテ十【五】通'〔永　録_____本ヲ除テ'自余ノ刻本ハ'三十歳セリ'〕　イツレモ　第十l稗開也'〇八寛文十一年本太田氏嘉方訂___}ヨリ)　【○(但シ延宝三年ヨリ四年サキ寛文二年ノ刻本二第十一緒ヲ合ーカケル_Il__古本1___Tq始メナリ)】Eo(_太田嘉方云モ■校正本ナリケリコノ本モオノレ寂

十一十一

セリ)】【天和二年ヨリ】革保元年マテノ刻本〓ハ】通〔此〓ハ】通モ

四

予叔セリ､】第･H持合ナリ､上件ノ十【五】通ヲ背キテt Oへタ,
一本ノ太田嘉方氏ノ校訂シタル本ニヨリテ)第十一緒ヲ合トスルハ'取二

卜一

タラサルコト論ナシ､近爽福山大田氏モ開ノ本二肌へUt〔此ごハ】通ノ俗ナルヲ､サトレルハ太田氏二始ラス､享保十1年ノ刻本ニハ'○(早ク〉開二改クリ'漣寓卜云僧ノ　〔後二還俗ス】　校正本也'コレモ予満セリ､〕　コノ外ニモ刻本有へケレトモ'浅学イマタ知ラス､コレニ付テ疑アルハ'宣長云､第十一緒ハ合也'一本開トスルハ非也トイヘリ'コレハ文雄ユクリナクアヤマリシヨリ'宣長モ因循セシナラン'此樽モシ開ニアハハ'ミツカラノ説モヨクタツベキコトニアランニ'千慮ノ一失トハ'コノコトニコソ有ケレ､｣　二部朱筆)
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二･r･)

.(静)　r韻鏡ヲミルニJ以下は､r韻鏡ヲ見ルニ'亨　禄本【宋板ヲ

⑦其官止其言責

軟　鉄　並二　十1樽開二属ス　オノカナ論ナシ永　　外碑三十E]合､喉音'上声*l､喰母三等二属スレ
ハ､ヱイノ疑ヒアルニ/似クリ　シカルニ此樽スヘテ三四等ノ呉音開也*2故二喉音去官職母三等二属スル



詠ノ字モヱノカナニ用フ㌔

役　永ノ字卜岡持愉母ノ四等ニアレハ　ヤハリエノカナ

也且喰母ノ四等/ハ刊行ノ定格ナルヲヤ

A_(ママ)_

郁　第1持合二属ス故ニヰユク也宣長イイユクト云ハ

アヤマレリ㌔間日的ヲイ~列｣山川｣クトヨム的氏ノ建タル門ヲ郁芳門卜云フ　〔拾芥抄ニt/モミユ〕　コレイノ償字ニアラスヤ苔日字音二上客アリ中客アリ下客アリ/(8オ)

イd'ハ_

〔大田氏既イフ〕一二ヲイハ1育波ヲ以久波二用

キユク_チク_

フルハ中暑ナリ　【ユヲ暑ス〕　菊ヲ/キク竹*5ヲチ列卜云皆同例也宗則ノ字ヲ刈刀カナニカルハ下暑

イヨイヨイm_

也/【列クーヲ暑ス〕余与預ヲヨニ用フルハ上客也

ヰユタハウ

〔イヲ暑ス〕　1■6　都芳　(r野の)'江r暮｣の

IL_

下部がr月｣となっている字形)/ハ上ノ郁ノ音*7上客下ノ芳ノ字ノ音下唇也〔判列ヲ署･8]故ニユクハトヨム也/又間日　的ハイクハク*9也ユクハニアラス｡イカ1｡苔日新撰字鏡二的ヲ/由久波トヨメリ｡刊小司可到ノ通音≠toナレハイクハトモイフ也故二和名抄ニ/射探ヲ以久波止古路トヨメリ都芳トカキシ}ユクハノカタl〓アカキシ也/イクハノカタニテ用ヒシニハアラス*tl

(頭注)　景行紀十八年八月'到/的邑而進食､是日膳/夫

(T･f･)

等'達意'故時/人号其忌〔谷川氏日忌当/作忘〕　萄

鹿田浮*72羽/今詞的者靴也昔/築紫俗号蓋日浮/羽'
コノ文☆13ニヨリテア行*14カ/トモオモフ人アラメト

/コレハ本別語ナリ/紀ニイフ処ハサカウキ*15也/今コ｢ニロンスルトコロト.]6ハ/コト.)7ノコト也オモヒタカフべ/カラス

襖　郁卜同位ナレハ上ノコトワリヲミテシルベシ

カク細微ニセンサクヲスルトキハ古書ノ杜撰ニアラス

*)　(静)　r上声し　こ字ミセケチ　*2(静)　頭注で　r本居氏字音傾字用

概

格〔三十三ウ〕太田氏漠呉音【園】　〔升七ウ〕ニコノ説アリヒラキミルベシ｣補入　*3　故ニー用フ1(静)且古本無用永詠之備字者'置而不言亦可也'★4第1韓～アヤマレリ1(静)第-持古本三十開也､イノカナ論ナシ'試二合トセシニモ催事ハアヤマリナカルベシ'サ

チrtク

ルトキハ､ヰユク也､宣長ノイユクト云ハ､アヤマレリ'♯5(静)　竹
･6(静)線なし･7晋1(静)字ノ音･8(静)暑ス･9引｣川｢

列l(静)ノ~封ハ｣山川~･70　通音1(静)通韻･ll(静)　この後rトモイフへシ'サテ景行紀十八年八月～｣　と､東大本での頭注が本文として続く　*12浮1(静)さんずいにr字｣　.13コノ文1(静)トアル･74ア行1(静)デ｣を消してrワ｣に･15(静)判別功利
*76ト1　(静)　ノ　*17コト1　(静)　マト
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⑧夫職名之為体止疑言



我邦ノ音ハ直音ニテ個々雑々ナルコトナシ　故音少ケレトモ彼此トリアハ/セテ無量ノコトハノハヲ生スル也〔射風既ニイフ〕サテソノコトハノハヲ･l物ニカキックルトキ/他国ノ字ヲカク㌔用フル也シカルトキハ先字音ヲ正サズバ*3アルベカラズ　故二古ハ/

(-方カ)

(8ウ)音博士ト　ミサ4モノアリテ彼土ノ音ヲマナバセサテソノマーノ唐音ニテ/ハアマリ雅純㌔ニアラストオモヒ昔人ガ㌔彼土ノ音韻ノ趣意ニモソム/カスサテ漁り御国ノコトバニモ近ク耳ニキーヨキヤウニ定メシ也　スナハチ/今日所用之字音是也ソノ字音ヲ排スルニハ四声ニモマレ*8韻頭マレ*9/皆不可不知シ

定

カレトモ今日ノ偶字ヲ用ル人ハ古ノ■アルニ従フコトナ/レハ開発収閥等ヲ排スルニ不及ナリ'且此開発等ノコトハ､イトノ＼/微々タルコトニテ､彼土ノ人ダニ､ツマビラカニワカツコトアタハズ　コレラ理ヲ/推テ立タル○人名)目也'清濁ハシラスンハ*10

(ママ)ウ

アルべカラス　タトべハ瀧ノコトヲ/多塾トカクハ列判ト:コリテ唱フル言葉ナレバ也〔峯ハ濁音〕･=スベテ此例ヲ/以カナヲハカク也移ハヤ行ノ格ノ字ナレハヤトヨム.コレラ字母ヲ知ラサル/ベカラス*]2

(グか)

韻頭ヲシラネ｡ハ諸ノ字ヲサゲ*)3リ出シガタシ　四

(フか)

声ハ寓事ノコト/バニナシ*]4ト云｢*75｢ナシ｡古

l上カ〉

事記ノ自注ナドニ或平或土.-6ナトノコトワリアル

ヲ/モオモへ　タレカ開合ノミト*)7云ハン

*]　(静)　コトハヲ　*2(静)　rク｣　を消して　rリ｣　とする　*3　(静)
rズンバ｣としてrン｣を朱で消す　★4(静)　云.5(静)　r純)を消してr馴｣とする　斗6　(静)rストオモヒ音人ガ｣を消し頭注でrネハ｣を補入　斗7(静)　rサテ｣　を消し頭注で　rマタ｣を補入　*8ニモマレ1　(静)ニモアレ　♯9　マレ1　(静)ニモアレ　+10(静)　｢シラスンハ｣　の　｢ン｣を朱で消す　*)]　〔巷ハ濁音〕1(静)　〔蓉ハ濁音也､後世ハ列判ヲスミテ多ク云ナリ､〕･12.ソラサルべカラス1(静)

り

知ラザレハ､コノ理シレカタカルへシ､*13(静)グ.14ナシ1(静)コノ理ナシ　*75　(静)　フ　*16(静)　上　*)7(静)　云ハム､⑨祝着阿和也止美加鳶

阿和也ノ三行彼ニナシトハ｡イカ1｡傭然トシテ其定格アルヲヤ｡著/此三行ヲ疑ハマ　ナノ二行ヲモウタカフヘシ　韻鏡l〓ア喉音影母愉/母一二三等閑ナレハ阿行也合ナレハ和行也影母愉母第四等開合ニ/(9オ)論ナク也行ナリ　〔也行ノ格大田氏始テ発明セリ英二千古1人其功南ノ下二出ストイフベシ　イソシムベhv*]

★　(静)　イソシムべシく1可賞'
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⑳

果如其説乎止言之
以為衣憲於遠等ノ唱呼ノ上ノゲ≠lヂメ古ハ明カニアリシコトナランガ*2/中音以来アダシ国ノ文トモ入キタリシヨリイツトナクツネノ言葉ニモ/字音多クナリテ甚シキ二重リテハ言葉卜字音トノワカチタニワカラ/ヌコトモアレコレ*3出来ニタリ　又音便ノクツレ延喜ノ比ヨリヤーミユル也/カールコトヨリ純粋ノ音ヲケガシテトナへノワカラヌモ有へシ　又此二/種ニアヤマラレテ師噴ノ耳ヲ失ヒロニハ排別ノ㌔オノツカラアリ/テモ人皆キヽワカラヌ㌔　モアルヘシ又字音ナドーマカへテ言葉ノ/本義ヲトリチカへカルク伊卜呼へキヲオモクヰト呼フナド/ヤウノコト

(ママ)

ヨリ混シタルモアルヘシ　コノコトハ　攻㌔護ヲ引ヘ

イ

キコトニアラス/シテ空論ニワタルユヱニ【ナ】　ヒサシテ各々ノ自得ヲ待也トマレカクマレ/今ノせこナリテハキーワカヌニモセヨ混同シテ心得トキハ古書モ/ヨメス■用*7モクリヌ也イカニトイフニタトへハ利巧トカケハ祖母也ヲバ/トカケバ伯叔母也コノ類アマタ大ク*9アリ扇ヲ刊｣ハ覇卜云ハアフグ/

(体カ)

モノユユニ列.刊判卜云也〔スべテ二等ノカナハ休也三等ハ用也〕♯lOソレ･H到到カキヲフクトカキテ

リj:由爪

ハ/(9ウ)ワカラヌ也　ロニテカナへテモ*]2､三言ツ､ケティへハ*13ヲ可列司刊モキコユべ/ケレトモ

11111ロツヽイハヽヲフクニチハアフクコトトハサラニ
キコエヌ也/アフクナレハ二言ツーニチモワカル也又列列クハ物ヲアフクコト也/オフク(左傍r邑久｣)ハ郡名　〔備前〕　ナリカヤウニコトワリ明ニテモコレヲ疑フヤ/間田　口ニトナフルニハカハルコトナケレトモ物ニカクトキワカツナルべシト昔日/人タレカ簡ヲ欲セサラン殊二古ハ質也ソレニワザ〈ナニユヱニコレ/ヲカキワケンヤ僕土井74ニハ1義一物ニモ大方ハソレ〈ニ字モアレハサル/コトモアルべケレトモ御国ハカナーレハカキタル斗ニテックスコトモ出来/ネハ岩井】5　1ツニッノミカキワクへキコトアランヤイカニモ億乎トシテ/称呼コトナルユヱニ以為等ノ差別アリシ也　〔カキタル斗ニテワカラヌトハタトへハ柿壇並ニカキ炭■/墨並ニスミノ類也前後ノ語勢ヲ以テシルニアラサレバワカタレヌ也/漢籍ニモコノ類コヽラ*16アル差傍r多さ)*17也〕
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*)　(静)　ケ　廿2(静)　ナランヲ､,3(静)　rアレコレJ　の　rア｣　を
消して　rカ｣　と直す　書4(静)　rノ｣　なし　(1字分空白)　*5(静)ワカヌ,6(静)　敦,7(静)　日用,8(静)　rタリヌ｣　の　rリ｣を消してhzと直す.9(静)r大クJなし　廿10(静)割書なし,llソレ1(静)コレ　廿72(静)トナへテモ.13(静)rイヘハ｣のrへ｣を消して　｢ハ｣と直す　814僕土1　(静)漢土　+15(静)　r豊｣を消



して頭注でrイカテJを補入　+76コーラ1(静)オホク　*17　(静)左傍｢多大｣なし⑫或日為者止牽強巳

前ニモ云コトク五十音図ハ御国ノ固有ニアラスコレヲ以テ御国ノ吾/菓*l雑スルハ管仲ノ屈弓ヲ雑スルヨリモ甚シ　ーーーーー1--I-　----/--

-　　-　-　*2イカニトナレハマ,rrムメモナニヌネ

パパ.T列両行ノ半濁ナ/ナレトモ一株トナリテ図二出テカキクケコノ半濁ハ別ニナシII/
Tot)　　　-　　　Jスへテ　1

--------/-II--

-/--1--㌔此図アカサ等ノ次第ハ焚/文ノマ1也字記ナトヲミテシルベシソレコレヲ釈文ニトへ*3

.I(静)青菜ヲ.2(静)長銀､空白なし　≠3　焚文ノマヽ～ニトへ
1(静)党文ノマーナレハt Oへ字記ナトヲミテシルベシtV(挿入位置にrn,へ小字ニカクへシ｣)【君】ソレコレヲ樹測封ニトへ'(傍線朱筆)

此説ナドイヨく御国ノ書コレヲ♯2ヒロクミサルヨリノヒカ心得也開合ノ説*3/ヨリトコロ此一事ナランヤ　コノ二天子ノ御名ノ外二以為等ノカキワケ/甚分明也　コヽモ果其説ノコトク音質ニシテ同名トイハ1追奪スルモノ/亦同名二同字ヲカクへシ　又弘億並同音卜心得テ　カナカキニチイツレニイツ/レヲカキテモヨシトオモヘルカ　シカラハ兄二弘ト　【イ】　モカキ弟二億トモカクベキ/ニサハカヽスシテ大小ノ義ヨクカナヘルハイカーコレハタクマくヲリアヒ/タルコト㌔ニテ実ハ通用スヘキトイハンカ古事記二億ヲ意冨二作ヲイ/カーセン　コレヲモ偶然卜云フヤ丹波小子ナドノコトハカケマクモカシコキ/御身ヲモタセタマヒテ都ヲハナレサスラヒノ御旅アリキナレハ/一時ノトナへニ御兄弟ヲトモニカク称シ奉ルモ何ノサマタグアラン　〔今旅中ニテ駕龍/(loヴ)カクモノータガヒニ因幡ハイカーシタ下線ハ　【イカ1】イカーシナド〇八云コレ)ソノ国ノ名ヲ以テソノ人ヲ云

ノ

フヲモオモヘ〕　サレハコ　【レ】　コトヲ以テ何ノ置トセン
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⑳音速其所録★l止篇未

+]　(静)　r録｣　を消して　r鉢｣　と直す　斗2　コレヲ-(静)　ヲ　斗3　説
I,(静)　説ノ　≠4コト1　(静)　ノ　*5(静)　｢スへキト｣　の　rキ｣を消してrシ｣と直す　★6(静)rニ｣にrト｣を上書き　*7作ヲ1(静)



カケルヲ　斗S(静)割書'〔今旅中ニテ'俗二雲助卜云モノナトノ詞ニ､因幡ハイカヾシタ'下線ハイカヾシタナド云○(トカVt　コレハソノ国名ヲ以テソノ人ヲ云フナリケリ'〕　(傍線朱筆)

此四十四書論の作ぬしハtろこしふみにいみしくニー

テ○

/ろを入■こゝら物し楽人のいまたしきふしく/

て

をものこるくまなくうまくかうかへあきらめ　【て】/まなひの渇*)　いひ出れハ物よくも心得ヌ㌔人タちの常/ニ此ぬしの漢まなひの事をいそしミたふとひ英才/こゝろならひに御国の事もしかありなんや【と】なと/ヤクニおもひ入ぬへし　　　-　　*4　保孝こゝらのおほ『/むたからをあやまらンコトヲヲソレ又作ヌシノアツラ/レシ㌔　コトモアレハイトイタクアヤまれるを正したるに/なん

文政五年秋八月　　岡本保孝稿

*　(静)　この奥書なし
付記

文献の翻刻を許可して下さった東京大学文学部国語研究
室に､また二度にわたる原本調査と､その結果の公表をお許し下さった静嘉堂文庫に'厚く御礼申し上げます｡

(たなかそうた大学院人文社会系研究科修士課程1年)
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.I(静)　r燭｣　の後｢いとたかLtされハか～るひかこともうへく
しくいひ出れハ～｣.2以下'東大本が片仮名で書くところも静嘉堂本は平仮名.3たふとみ其1(静)たふとむ　♯4(静)長線なし(1字分空白)　★5アツラレシ1(静)あっらへられし(11オ)♯弘化二乙巳春正月会二日

即日書写畢　(花押)




